
令和5年3月10日

尾道市立栗原中学校

改善計画

7月 1月

学力の向上
意欲を持ち，学習に
主体的に取り組む生
徒を育てる。

①課題発見・解決学習の
充実を通して，主体的に
学習に取り組む態度を涵
養する。

②めあての工夫と振り返
り活動を充実させるとと
もに，ＩＣＴを効果的に
活用することを通して，
思考力，判断力，表現力
等を育成する。

③授業での振り返りの積
み重ねを通して，学習内
容の定着を図る。

①「主体的な学
び」に関する生徒
アンケートの肯定
的回答

②AiGROWによ
る「表現力」の数
値

③定期テストにお
ける得点率３０％
未満の生徒の割合

①８０％以上

②０．６以上

③前回調査比
１０ポイント
削減
※７月の結果
により，目標
値は４．０％

①
81.7％

②
0.54
（1年
0.54
2年
0.54）

③
14.0%
（3年
16.9％
2年
16.9％
1年
8.3％）

①
83.3％

②
0.57
（1年
0.57
2年
0.57）

③
18.4％
（3年
17.0％
2年
12.9％
1年
25.2％
）

①
104％

②
95％

③
21.7％

C

①「意欲的な授業参加」「粘り強く学習に取り組む態度」
「協働的な学び・考えの深化」「生活への活用」について生
徒アンケートを行った。どの項目も肯定的回答が80％を上
回った。特に「生活への活用」の項目で肯定的回答が大きく
増加した。1学期の反省を活かし，生活との結び付きを意識
した授業改善の成果であると思われる。
②10～11月に２回，AiGROWによる調査を行い，「表現
力」を抽出した。1年生の数値は0.57，2年生は0.57であっ
た。1学期の調査よりも数値が向上していた。部活動の代が
わりなどを通して，1，2年生が表舞台に出て表現することが
増えたからではないかと考える。また，10月と11月の調査
で，文化祭前後の変化を見取るために調査を行ったのだが，
「表現力」というコンピテンシーのみの数値で見取ることの
難しさを感じた。今後は「表現力」だけでなく，「論理的思
考力」や「創造性」などの数値も合わせて調査していく必要
性を感じた。また，数値の平均だけでなく，「最大値」「最
小値」「中央値」「四分位範囲」などの分析も必要である。
また，継続してデータを調査していくことも必要である。
③２学期末試験の５教科で全学年を対象として調査した。得
点率３０％未満の生徒が２年生では4%減少し，１年生で
16.9%増加していた。２年生で数値が減少した要因を分析
し，各教科の内容が難しくなる中で，基礎的・基本的な学力
が定着していない生徒への支援が必要である。学校での取り
組みだけでなく，家庭学習の両輪で取り組んでいく必要があ
る。

○

・②について，めあてと振り返りは，授
業だけでなく，学校行事等の実の場のパ
フォーマンスでも取り入れていただきた
い。AiGROWによる評価は，「表現力」
だけでなく，「思考力」・「判断力」に
関わる項目も総合して行う方針に賛成で
ある。
③について，家庭の教育環境にはさまざ
まな家庭の事情があると考えられるた
め，学びの環境が整っていない生徒への
学習支援も必要である。「質問教室」の
取組は，高く評価できるので，こうした
取組を試験前以外にも実施できないか検
討いただきたい。
・今後は「表現力」以外の数値も活用し
て評価，調査していくとのことで，結果
を期待したい。
・会議の中で話題になった「文化祭」一
つとっても「めあて」と「振り返り」を
子どもたちに十分落とし込んで実施する
ことが大事である。

①生徒主体の学びとするために，生活
場面との結びつきを意識した導入の工
夫を行うとともに，対話を重視し，ど
の教科においても小集団での活動場面
を意図的に増やしていく。
②AiGROWによる調査結果分析を丁
寧に行い，生徒への個別面談や学力補
充に活かしていく。また，タブレット
の使用が目的ではなく，思考力を向上
させるための手段としてしっかりと活
用していく。各教科における効果的な
活用法について共有し，学校としての
授業スタイルを確立させていく。
②③本校における「めあて・まとめ・
ふり返り」の定義を再度全体で共有
し，どの教科においても意識して取り
組むことができるよう研究を進めてい
く。また，各行事においても，事前の
意義の説明を丁寧に行い，目的意識を
持って取り組ませるとともに，事後の
「ふり返り」を丁寧に行い，日頃の学
校生活につなげさせる。

豊かな心の
育成

思いやりを持ち自他
を大切にするととも
に，目標を持ち一生
懸命（主体的・協力
的）に活動する生徒
を育てる。

①組織的な生徒指導の推
進のより，自己指導能力
の育成を図る。

②自己肯定感を育み，い
じめを生まない望ましい
学級・学年集団づくりを
進める。

③主体性を育む生徒会活
動・部活動の充実を図
る。

①生徒アンケートの
「自分たちの力で決ま
りを守り，活動してい
ます」の肯定的回答

②生徒アンケートの
「落ち着いた学校生活
を送ることができてい
ます。」の肯定的回答

③（１）生徒アンケー
ト「栗原中学校の生徒
が自主的・主体的に活
躍できる場面がありま
す」の肯定的回答
（２）保護者アンケー
ト「栗原中学校の生徒
は，部活動に意欲的に
参加している」の肯定
的回答

①８５％以上

②８５％以上

③
（１）
８５％以上

（２）
８５％以上

①
88.4％

②
83.0％

③
（１）
84.7％

（２）
78.6％

①
88.5％

②
80.1％

③
（１）
82.5％

（２）
75.3％

①
104％

②
94.2％

③
（１）
97.1％

（２）
88.6％

B

①各学年のアンケート結果は，１年生91.6％，２年生
88.7％，３年生85.3％と目標値を上回った。昨年度の
80.8％よりも向上している。今後も継続して，生徒会執
行部を中心に自治的な活動を推進していく。
②各学年のアンケート結果は1年生83.8%，2年生
80.3%，3年生85.5％と，どの学年も80％は超えてお
り，昨年度と比較しても格段に落ち着いた学校生活が送
れている。しかし，「いじめはいけないと思います。」
に対する肯定的な回答が95.8%と昨年度と同等の数値で
はあるが，100%ではないことは課題であると捉えてい
る。実際に，今年度は7件のいじめ事案が生起してい
る。
③（１）各学年のアンケート結果は，１年生87.9%，２
年生81.7%，３年生78.0%であり，昨年度よりは向上
している。コロナ禍の仲でも体育大会や文化祭の取組で
達成感を感じた生徒が多かった。
③（２）保護者の肯定的な回答は75.3%にとどまり，目
標値に到達しなかった。コロナ禍の中で，日頃の練習や
大会等に多くの制限がかかったことが大きな要因である
と思われる。今後の課題として，部長会を中心として魅
力的な部活動の創造を目指すとともに，生徒の頑張りを
保護者や地域へしっかりと発信していく必要があると考
える。

○

・SNSのトラブルについては，事
案への対応以外にも，全学年で「情
報モラル」の指導を重点的な教育内
容にする必要がある。
・保護者の肯定的な回答が伸び悩む
要因として，保護者が学校行事に触
れる機会が少ないことで現場が見え
ていないことも一つとして考えられ
る。今後，参観日や各種行事が増え
てきたときにどのようにアンケート
結果が推移するか期待している。

①②評価指標となるアンケート項目に
ついて，再度見直しを図るとともに，
複数の項目から見取ることができるよ
う改善を図る。特に，携帯電話やスマ
ホに係る項目も追加し，実態把握をこ
まめに行いながら未然防止の取組を推
進する。
②③生徒アンケートと保護者アンケー
トの同様の項目について，特に乖離し
ている項目について分析し，その要因
の把握に努める。また、双方の思いを
情報発信することで，学校の取組を理
解してもらうことにつなげていく。
③部活動について，新年度のスタート
を良き機会として捉え，部長会を中心
に生徒の主体的な活動となるよう工夫
していく。また，生徒の頑張りについ
ては，保護者や地域にしっかりと発信
していく。

魅力的な学
校づくりの
推進

生徒が栗原中学校に
愛着と誇りを持ち，
地域や保護者から信
頼される学校づくり
を行う。

①教員の授業力向上

②小中連携教育の推進

③学校だよりHPを定期的
に更新するとともに，
「コドモン」等を活用し
て，学校の情報を発信し
ていく。

①（１）教職員アン
ケート「自らの授業
改善が進んだ」の肯
定的回答
（２）生徒アンケー
ト「授業がよくわか
ります」の肯定的回
答
②（１）毎月１回以
上の小中連携会の実
施
（２）小中の授業交
流を年間３回実施
③月に１回以上学校
だよりや「コドモ
ン」等により情報発
信するとともに，学
校HPを更新する。

①
（１）
１００％

（２）
８５％以上

②
（１）
１００％
（２）
１００％

③１００％

①
（１）
82.6％

（２）
84.1％

②
（１）
100％
（２）
33％

③
100％

①
（１）
95.8％

（２）
85.8％

②
（１）
100％
（２）
100％

③
100％

①
（１）
95.8％

（２）
101％

②
（１）
100％
（２）
100％

③
100％

B

①（１）95.8％の教員が「授業改善が進んだ」と回答し
ており，9月の授業公開後も継続してICTの活用を含め，
「学びの変革」に向けて真摯に取り組んでいる。課題と
しては，「本質的な問い」についての研修が不十分であ
る。
①（２）85.8％（1年生90.7％，２年生81.7％，３年
生85.3％）の生徒が「授業がよくわかる」と回答してい
る。導入の工夫や振り返りの充実などを通して，さらに
生徒の意欲を高めるような授業改善を図る必要がある。
②（１）本校及び栗原小学校と栗原北小学校の生徒指導
主事が毎月各学校に集まり，授業参観と児童生徒の情報
共有を行っている。
②（２）今年度の新たな取組として，教頭間の連携を行
い，「中学校区において15歳で目指す子供の姿」につい
て協議した。また，各校の研究会に相互に参加し合った
り，中学校から小学校へ出前授業を実施したりと，定期
的に交流できた。今後も継続し，系統性ある研究の推進
につなげていく。
③１月末現在，学校だよりは23号で，毎月１回以上は発
行できている。また，ホームページも随時更新し情報発
信に努めている。保護者アンケート「学校の様子を，学
校だよりやHPでよく知らせている。」の項目では，
86.2％の肯定的な回答を得ている。課題としては，HP
について保護者や地域へ周知し，情報発信のツールとし

○

・授業改善にしっかり取り組んでお
られることは高く評価できる。継続
して，取り組んでいただきたい。
・学校目標「一生懸命がすばらしい
～」の実現には，学校行事や部活動
だけでなく，教科の授業においても
「学びに向かう力」の育成が重要で
ある。
・ICTの更なる活用を用いながら充
実した授業に向けて向上が図られて
いると感じる。今後も課題の改善に
ついて期待している。

①「授業改善が進んだ」と解答する教
員が１００％となるよう，継続して研
修を行っていく。特に，教師主導の授
業とならなように，問いにこだわり，
「本質的な問い」に係る校内研修会を
計画的に実施していく。また，クロム
ブックの活用について，校内研修等で
積極艇に活用しながら，どう授業で生
かしていくのか検証していくことで，
苦手意識をなくしていく。
②小中連携について，「学力向上」に
係る教務部や研究主任間の連携を計画
する。日頃の授業参観や校内研修会レ
ベルの交流を積極的に行うことで，系
統性ある授業改善につなげていく。
③学校便りの定期的な発行やＨＰの随
時更新は行えているが，その周知方法
に工夫が必要である。コドモンの積極
的な活用を通して，しっかりと情報発
信するっともに，フォーム等を活用し
フィードバックできる仕組みを構築す
る。

教職員の働
き方改革の
推進

職員全体が意識を
持って取り組み，
個々の教職員が業務
改善に積極的に取り
組む。

①働き方改革の意識向上

②超過勤務時間の削減

①職員の働き方改
革アンケートの肯
定的回答
②超過勤務４５時
間未満の完全実施

①
80%以上

②
１００％

①
69.7％

②
28.1％

①
78.2％

②
40.0％

①
97.8％

②
40.0％

C

①尾道市教育委員会が実施した「働き方改革アンケー
ト」10項目の平均は78.2％で，１学期よりも改善傾向
が見られたが，目標値には達していない。「生徒と向き
合う時間が確保されている」と肯定的に回答した割合が
大幅に増えており，継続して業務改善の意義の共有化を
図る必要がある。
②超過勤務45時間未満の割合は40.0％（4～7月は
28.1%，8～1月は47.9%）で，昨年度の60%を大き
く下回った。生徒指導対応で，勤務時間を過ぎてから授
業準備に取りかかったり，保護者対応したりするケース
が多く見られた。組織的な対応と見通しを持った取組の
徹底を図る必要がある。

○

・管理職や教育委員会に「～してほし
い」という意見だけでなく，教職員皆で
「～しよう」という改善案のついても議
論や意見の共有ができるとよい。
・徐々に改善は見られているものの，生
徒指導や保護者の対応など，現場の努力
のみでは改善に限界がある現状だと感じ
た。
・業務の洗い出し，棚卸しを行って，目
標達成に向けたアクションを起こしてほ
しい。

①各行事を通して，生徒にどんな力を
付けたいのかを明確にし共有化を図
る。その上で，「なぜ業務改善が必要
なのか」について全体で確認し，責任
感や使命感，やりがいをもって業務に
当たることができるようにする。
②早期退校日を徹底する。また，スケ
ジュールを可視化し，見通しを持つと
ともに，全体で業務に偏りがないかを
見直すことで，役割分担を明確にしな
がら計画的に業務を進める。

　

令和 ４ 年度　学校評価表

学校教育目標

自己評価 学校関係者評価評価計画

g
達成
値

一生懸命がすばらしい　～夢と志を抱き，仲間とともに，主体的に生きる子どもの育成～

ハ

i
評
価

f
目
標
値

グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
を
生
き
抜
く
力
の
育
成

ロ
b 中期経営目標 g

達成
値

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正でな
い。　ハ：わからない。

h
達
成
度

イ
j 結果と課題の説明e 評価指標 m 改善案l コメント

a 　ビジョン
●夢や志を抱き，自己肯定感を持って仲間と力を合わせて主体的に学ぶ生徒
●生徒の夢の実現を後押しできる専門性と人間性を兼ね備えた教職員
●挨拶・歓声・歌声が響き渡り，生徒・保護者・地域が自慢でき誇りたくなる学校

a 　ミッション
●主体性と規範意識を身に付け，心を育てる小中連携教育の
推進

c 短期経営目標

k 二次評価

d 目標達成のための方策

様式1


